
１６Kami１７ Kami

３月６日 日 第２１７２１７回市 回市 １月７日 第３97回市（物部） 

３月６日 日 第２１７２１７回市 回市 1２月22日 第158回市（香美） 
木　材　市　況

ご 冥 福 を お 祈 り し ま す

お名前 性別 亡月日 享年 地　区 赤ちゃん 性別 出生月日 地　区父 母

女

女

女

男

男

女

女

女

男

女

男

男

女

女

男

男

女

女

男

女

１２．１

１２．１

１２．６

１２．６

１２．９

１２．９

１２．１０

１２．１３

１２．１４

１２．１６

１２．１６

１２．１８

１２．２０

１２．２１

１２．２１

１２．２２

１２．２７

１２．２９

１２．２９

１２．３０

９７

９８

８８

８９

５４

１０２

９０

９８

９３

７２

９１

８４

８０

９１

９５

９４

８０

８６

８７

９２

山

山

山

物

物

香

香

山

山

山

山

山

香

物

山

山

山

物

山

山

岩次

間

中組

笹上

高尾

日ノ御子

永野

佐野

北本町１

岩次

旭町５

原西

永瀬

大北組

中組

岩積

旭町１

西町

東本町２

須江

※地区名の○は土佐山田町、○は香北町、○は物部町です。

※ご家族の同意をいただいた方のみ掲載しています。

香山 物

１２．３

１２．９

１２．１２

１２．１５

１２．１７

１２．２３

１２．２６

１２．３０

史香

真里

明日香

真衣

陽奈

永

千夏

智子

太一

喜代志

翔

健司

涼太

建太

隼人

友紀

女

男

男

女

女

男

女

男

西本町４

本田

旭町４

北組西

逆川

北本町３

下野尻

西本町５

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

山

香

山

山

山

山

香

山

  さら

ゆうま

     りん

ふうか

  るり

   いのる

とうま

令和４年１月１日現在

前月比 

市の人口市の人口市の人口市の人口市の人口

総人口 ２５，６７６人 男 １２，１８５人 女 １３，４９１人

前月比 

山田 香北 物部１９，８９７人

世帯数 １３，１３５世帯 出生

死亡

４，２０７人

－２７人

－９人 －１０人 －８人

－１０人 －１７人

１２月
届 出

９人

３５人

１，５７２人

転入

転出

２８世帯

２７世帯前月比 －８世帯

１２ｃｍ下

１３ｃｍ～１４ｃｍ

１５ｃｍ～１６ｃｍ

１８ｃｍ～２２ｃｍ

２４ｃｍ～２８ｃｍ

１２ｃｍ下

１３ｃｍ～１４ｃｍ

１５ｃｍ～１６ｃｍ

１８ｃｍ～２２ｃｍ

２４ｃｍ～２８ｃｍ

２０ｃｍ上

１８ｃｍ～２２ｃｍ

なお、上記の単価は１㎥あたりの平均単価です。

【問い合わせ先】

　物部森林組合ストックヤード
（物部町中谷川３１４）☎５７－３５４０
　香美森林組合国見支所／繁藤ストックヤード
（土佐山田町繁藤１４０－７）☎５７－９１１４  

材長

４m

３m

２m

６m

樹　種

径　級

スギ（円／㎥）

曲 曲

ヒノキ（円／㎥）

市況

営業
時間

杉は3m小安く4m横這い。桧は高値が続いてい

たが下押し。特に3m柱上は反落。しかし4m低

質材は小幅高。杉桧共に4m中心の造材有利。

杉桧共4m主体造材有利。桧6m18～22㎝直・小

曲有利。低質材や大径木も4m造材有利。元のい

ばりは外し、余尺を10㎝程度お願いします。

直・小曲直・小曲

月曜日 ～ 金曜日 ８時 ～ １ ７ 時   （祝祭日休み）

９,０００

９,０００

１６,０００

１９,０００

１８,５００

８,０００

９,０００

１７,５００

１７,０００

１７,０００

９,０００

２３,０００

１２,０００

２３,５００

３７,０００

２９,０００

２８,０００

９,０００

１５,０００

２８,５００

２６,５００

２５,０００

１２,０００

３８,０００

９,０００

９,０００

１０,０００

１７,５００

１６,５００

８,０００

８,０００

１４,８００

１５,０００

１５,０００

９,０００

２２,０００

１２,０００

１２,０００

３１,０００

２７,５００

２６,５００

９,０００

８,５００

２４,０００

２５,０００

２３,５００

１１,０００

３６,０００

物 

部

香 

美

FAX

今
月
の
キ
ラ
リ

広
報
委
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雲
流
れ
古
里
恋
し
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寒
し 

岡
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初
美

 　
　
　
　
　

      　

 

木
の
葉
舞
う
向
い
も
見
え
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多
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な
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五
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蔵
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ほ
の
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清
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掘
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長
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は
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敬
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雅
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そ
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ゆ
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ぼ
っ
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ぼ
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曾
遊
の
み
ち
の
く
今
も
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棒
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明
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韮
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通
院
の
書
き
込
み
多
き
古
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楮
佐
古
き
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残
生
は
気
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木
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あ
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惜
し
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後
の
月
割
る
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森
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多
賀
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イ
ブ
の
日
や
お
り
こ
う
に
な
る
孫
二
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中
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定
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疫
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で
世
界
は
一
つ
淋
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前
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裕
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

群
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の
一
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に
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す
る
夕
河
畔 

佐
竹　

洋
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包
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ま
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夜
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歌
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残
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遠
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命
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秋
深
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溝
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新
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の
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く
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吉
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恵
樹

　
　
　

 　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

新
芋
に
時
の
移
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を
し
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じ
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一
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逸
れ
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里
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重
石
の
日
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に
傾
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大
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小
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順
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ふ
わ
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と
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何
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綿
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雨
降
れ
ば
人
の
恋
し
く
お
で
ん
炊
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前
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芳
子

 　

  　
　
　

                  

コ
ン
ビ
ニ
の
お
で
ん
の
や
う
に
仕
込
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た
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高
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米
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の
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か
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ま
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ま
る
と
赤
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太
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冬
日
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野
村　

里
史

　
　
　
　
　
　
　

 

失
ひ
て
得
し
も
の
い
く
つ
年
つ
ま
る 

前
田　

欣
一

               　
　
　
　
　
　

                               　
　
　
　
　

 　
　
　

老
人
の
集
ふ
体
操
冬
帽
子 

前
田　
　

智

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ワ
ク
チ
ン
の
列
に
割
り
込
む
雪
女 

宮
崎
た
だ
し

               　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    　
　

 

髪
染
め
て
女
い
き
い
き
年
の
暮 

宗
石　

愛
喜

 

お

お

き

た　

大
北
風
の
女
の
声
の
泣
く
ご
と
し 

森
本　

之
子

　
　

                                      　

 

ゆ
る
ゆ
る
と
雲
溶
け
て
ゆ
く
小
春
空 

山
崎
か
ず
み

　
　

                 　

                  　

 

予
定
日
過
ぎ
し
嫁
を
案
じ
て
木
の
葉
髪 

山
中　

明
石

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

  

あ
れ
惜
し
や
後
の
月
割
る
鯉
の
群

　

旧
暦
八
月
十
五
日
の
中
秋
の
名
月
の
一
カ
月
後
の

旧
暦
九
月
十
三
日
の
月
を
「
後
の
月
」
と
言
う
。
そ

の
美
し
い
後
の
月
に
誘
わ
れ
、
少
し
肌
寒
い
庭
に
出

る
と
、
池
に
月
が
映
り
、
そ
の
風
情
に
見
惚
れ
て
い

る
と
、
ユ
ラ
リ
と
鯉
の
群
れ
が
池
に
映
っ
た
後
の
月

を
割
っ
て
行
っ
た
。
そ
の
瞬
間
を
詠
っ
た
作
者
。
一

幅
の
日
本
画
を
観
る
よ
う
な
美
し
い
一
句
。

　

俳
句
・
短
歌
の
投
稿
方
法　

▼
投
稿
方
法
は
自
由
。
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明

記
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
俳
句
は
偶
数
月
、
短
歌
は
奇
数
月
に
掲
載
し
ま
す
。

掲
載
月
の
前
月
の
１
日
ま
で
に
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
誌
面
の
都
合
に
よ
り
掲
載
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

【
投
稿
先
】
総
務
課
内
広
報
委
員
会
事
務
局
「
俳
句
・
短
歌
」
係

〒
782

－

８
５
０
１
（
住
所
記
載
不
要
）　

53

・

５
９
５
８


